
令和２年４月 17日～５月 10日までの全国の暑さ指数(WBGT)の観測状況 

及び熱中症による救急搬送人員数と暑さ指数(WBGT)との関係について 

（令和２年度第１報） 
 

１．全国の暑さ指数(WBGT)の観測状況について 

４月は暑さ指数(WBGT)が 20℃以下で経過した地域が多くありました。５月に入って６

都市(注１)の日最高暑さ指数(WBGT)の平均値は、１日から５日にかけて 10年平均よりも

３℃以上高く、21℃（注意）を超える日がありましたが、７日は 17℃程度まで低下し、

10日には再び 21℃を超えるなど、大きく変動しました（図１、表１参照）。 

11都市(注２)のうち、那覇では 28℃（厳重警戒）以上の日もあり、東京、高知、福

岡、鹿児島では 25℃（警戒）を超えた日がありました（表２参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 全国の暑さ指数(WBGT)の動向と過去 10年間平均値との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      
（注 1） 6 都市：東京都、大阪市、名古屋市、新潟市、広島市、福岡市 

（注 2）11 都市：札幌市、仙台市、新潟市、東京都、名古屋市、大阪市、広島市、高知市、福岡市、 

鹿児島市、那覇市 



表１ 全国 11都市(注 2)の日最高暑さ指数(WBGT)（４月 17日～５月 10日） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 全国 11都市の４月 17日～５月 10日の暑さ指数(WBGT)超過時間数 

 

 

 

 

 

 

２．６都市の日最高暑さ指数(WBGT)と熱中症救急搬送人員数（全国）との関係 

 

○５月１日～10日の６都市の日最高暑さ指数(WBGT)の平均値は、1日～５日及び 10日に

「注意」を示す 21℃を超え、過去 10年間の平均値と比べても２～４℃程度高く推移

しましたが、７日には 10年平均値より２℃程度低くなりました（表１、図１）。 

 

○全国では、沖縄県をはじめ、四国、九州南部で、「厳重警戒」を示す 28℃以上となっ

た地点があり、東北以南では「警戒」を示す 25℃以上となる地点もありました。盛夏

期に比べれば暑さ指数(WBGT)は低いものの、この時期としては高めの値で推移してお

り、まだ暑さに体が慣れていない中、全国的に熱中症への警戒が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

※５月 13 日時点の発表無し 

月／日 札幌 仙台 新潟 東京 名古屋 大阪 広島 高知 福岡 鹿児島 那覇
 6都市
の平均

４月

17 10.7 10.4 14.8 16.5 17.5 19.3 14.3 18.5 18.3 19.3 22.7 16.8
18 11.3 10.7 11.3 16.0 16.3 15.3 15.4 18.7 17.5 18.3 25.6 15.3
19 13.2 10.4 13.8 17.7 17.1 15.2 15.9 18.2 16.6 19.4 24.0 16.1
20 8.8 10.3 13.0 10.8 17.0 18.5 19.6 22.4 17.7 19.7 22.9 16.1
21 12.9 14.0 12.5 18.8 15.9 17.2 12.9 17.7 13.9 18.1 20.7 15.2
22 6.7 12.7 8.4 18.2 11.9 10.9 11.5 13.5 11.4 12.6 17.5 12.1
23 6.5 11.7 9.7 15.7 13.9 12.5 10.0 13.2 11.9 11.8 16.3 12.3
24 8.8 11.3 10.3 16.0 14.3 14.1 12.4 13.4 12.9 13.8 16.9 13.3
25 10.0 13.4 13.8 16.2 14.9 15.2 13.1 15.7 17.2 17.2 19.9 15.1
26 9.9 16.5 12.7 19.7 18.1 18.7 16.7 19.1 17.0 18.2 20.1 17.2
27 9.5 13.6 12.7 15.7 15.9 16.1 13.6 16.6 17.5 19.5 20.6 15.3
28 10.8 13.2 12.6 18.2 15.3 17.2 14.0 17.3 18.7 17.3 22.2 16.0
29 12.1 15.3 15.0 19.6 16.8 16.5 16.7 19.4 19.8 19.1 23.0 17.4
30 16.2 15.7 18.1 21.8 19.8 18.9 18.8 20.8 21.5 21.0 24.1 19.8

５月

1 15.0 19.6 18.3 23.0 22.1 21.1 20.9 22.2 24.8 23.1 25.8 21.7
2 20.1 24.1 21.4 24.6 24.3 23.0 22.9 23.0 24.1 22.5 22.4 23.4
3 21.2 22.6 22.6 24.2 21.8 20.8 16.9 19.4 20.5 22.7 26.9 21.1
4 18.7 21.4 22.3 21.9 23.9 24.1 23.1 24.7 25.0 24.7 29.6 23.4
5 10.4 18.9 15.4 25.7 23.1 22.3 23.9 25.0 23.7 24.4 28.5 22.4
6 9.8 12.4 15.1 16.6 18.5 22.5 23.2 24.3 21.1 25.0 28.0 19.5
7 12.7 14.7 14.5 16.9 17.3 17.2 17.3 19.8 20.9 22.7 26.0 17.4
8 16.2 16.1 15.8 17.6 20.4 20.0 18.7 20.8 23.1 22.2 25.4 19.3
9 16.4 17.8 18.0 19.8 16.9 18.4 17.3 19.2 20.3 23.5 27.2 18.5
10 12.3 19.2 21.5 25.1 19.6 24.7 22.5 22.6 21.9 23.3 28.5 22.6

超過時間数 札幌 仙台 新潟 東京 名古屋 大阪 広島 高知 福岡 鹿児島 那覇

31℃以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28℃以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14
25℃以上 0 0 0 4 0 0 0 1 1 1 73



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ６都市の日最高暑さ指数(WBGT)の平均値と熱中症搬送人員数の推移 
※ 消防庁の熱中症による救急搬送人員の調査は、新型コロナウイルス感染症をめぐる現状等に鑑

み、今年の調査開始を当面延期すると発表 

（令和 2 年 4 月 23 日消防庁報道発表資料より） 

 

 

３．今後の見通しと注意点 

○15日までは、東北地方以南の地域では暑さ指数(WBGT)が 21℃以上となる地点も多く、

25℃以上となる地点もあり、特に沖縄では「危険」を示す 31℃以上になる地点もある

見込みです。気象庁の週間天気予報（５月 13日発表、予報期間：５月 14日～20日）

によれば、「最高気温と最低気温はともに、全国的に平年並か平年より高く、平年よ

りかなり高い所もありますが、期間のはじめと終わりは平年より低くなる所もある見

込みです。」とされ、平年より高くなる時期は熱中症への警戒が必要です。 

 

○湿度が高く、晴れた日には気温も高く蒸し暑くなります。新型コロナウイルス対策と

しての外出自粛により、例年よりも暑さに体が慣れていない可能性が高いです。天気

予報などに注意し、高温になる日には無理な作業や運動をせず、こまめな水分補給や

休息をとるなど、体調管理に注意していただくとともに、室内でも適切な換気・空調

の使用をお願いします。  



(参考資料) 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


